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平成 30 年 台風第 24 号について 
～ 非常に強い台風が沖縄本島地方にかなり接近、厳重に警戒 ～ 

１ 台風の現況と予想 
 台風第２４号は、２８日９時には宮古島の南東約３８０キロの北緯２２度３０分、東経

１２８度００分にあって、ゆっくりした速さで西北西へ進んでいます。中心の気圧は９５

０ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は４５メートル、最大瞬間風速は６０メートルの

大型で非常に強い勢力の台風となっています。 

台風第２４号は、２９日には非常に強い勢力で沖縄本島地方にかなり接近する見込みで

す。 

２ 予想される風や波、雨量などの防災事項 
沖縄本島地方では、２９日未明から３０日午前中にかけて暴風となり、台風が最も接近

する２９日昼過ぎから夜のはじめ頃にかけては、最大風速５０メートル、最大瞬間風速７

０メートルの猛烈な風が吹く見込みです。また、先島諸島でも２８日夕方から２９日夕方

にかけて暴風となり、台風が最も接近する２９日明け方には、最大風速３５メートル、最

大瞬間風速５０メートルの猛烈な風が吹く見込みです。暴風に厳重に警戒してください。 

沖縄地方の沿岸の海域ではうねりを伴い猛烈なしけや大しけとなっており、猛烈なしけ

や大しけの状態は３０日にかけて続く見込みです。うねりを伴った高波に厳重に警戒して

ください。 

また、沖縄本島地方では２９日朝から２９日昼過ぎにかけて、宮古島地方は２９日朝か

ら２９日昼前にかけて潮位が高くなる見込みです。海岸や河口付近の低地では、高潮によ

る浸水や冠水に厳重に警戒が必要です。 

２９日は、沖縄本島地方で１時間に８０ミリの猛烈な雨、先島諸島では１時間に７０ミ

リの非常に激しい雨が降る見込みです。また、２８日１２時から２９日１２時までの２４

時間雨量は沖縄本島地方と先島諸島で２００ミリを見込み、その後の２９日１２時から３

０日１２時までの２４時間雨量は、沖縄本島地方で３００から４００ミリとなる見込みで

す。土砂災害や低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に厳重に警戒してください。 

風や雨が強まり外での行動が困難となる前の２８日の明るいうちに早めの対策を行い、

市町村が発令する避難情報に従うなど、適切な行動をとってください。危険な場所には近

づかないでください。過去に土砂災害や洪水害、高潮害などが発生した地域は特に警戒し

てください。 

 

過去の台風災害から、最大瞬間風速６０メートル以上の風が吹くと、家屋の倒壊や車両

の横転・破損、広範囲な電柱の倒壊、倒木による道路寸断や建物の損壊、長時間の停電、

ガラス窓の破損等が予想されます。また、強風による転倒やドア開閉時の指の負傷等の人

的被害も発生しています。 

台風第２４号は、非常に強い勢力で２９日昼過ぎから夜のはじめ頃にかけて、沖縄本

島地方にかなり接近する見込みです。沖縄本島地方と先島諸島では、暴風や高波、大雨、

高潮による重大な災害が発生するおそれがあります。 

報道機関の皆様におかれましては、県民に対して、事前の十分な対策と厳重な警戒の

呼びかけをよろしくお願いします。 



 
 

３ 具体的な台風対策 
 (家の外の備え) 
・窓の雨戸は、しっかりとカギをかけ、必要に応じて補強しましょう。 
・側溝や排水口は、掃除をして水はけをよくしておきましょう。 
・風で飛びやすい物は、飛ばないよう固定し家の中へ入れましょう。 
・倒木のおそれがありますので、枝打ちを行うとともに、木の近くには駐車は避けるよ

うにしましょう。 
・風が強まると高所での作業は危険ですので控えましょう。 
・大雨が予想されるため、河川や道路の工事中の所は早めの対策をお願いします。 
・高潮と高波、大雨が重なり、海岸付近の低い土地の浸水、港湾内での船舶の被害のお

それがあります。早めの対策をお願いします。 
 
（家の中の備え） 
・長時間の停電に備えて携帯電話の充電や懐中電灯、ラジオ、電池等の準備をしましょ

う。 
・非常用品(救急薬品、非常用食品、飲料水など)を確保しましょう。 
・断水に備えて、飲料水を確保するほか、浴槽に水を張るなどして生活用水を確保しま

しょう。 
 
（台風が接近しているときは） 
・風、雨が強まってからの不要不急の外出等は控えてください。 
・海や川、がけの近くなど危険な場所には絶対に近づかないでください。 
・避難場所を事前に確認し、身の危険を感じたら安全を確保しながら自主的に避難しま

しょう。 
・古い木造住宅やプレハブ住宅などは、暴風により倒壊する危険性があります。避難所

への自主避難を心がけてください。 
・暴風域に入る時間帯が夜になる場合は、明るい内に避難所へ避難しましよう。特に、

避難に支援を必要とする要配慮者の皆さんは、地域で助け合って早めに避難所へ避難

させてあげましょう。 
・市町村長から避難指示があった場合は、すぐにその指示に従えるよう準備し、あわて

ず速やかに避難しましょう。 
・過去に土砂災害や洪水害、高潮害などが発生した地域は、特に警戒してください。 
・台風の眼に入って風が弱まっても、猛烈な吹き返しの風がありますので外出はやめま

しょう。 
・竜巻などの激しい突風にも注意が必要です。発達した積乱雲の近づく兆しがある場合

には、建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 
・気象台が発表する「台風情報」｢警報・注意報｣など最新の気象情報を入手しましょう。 

 
 
 
 

問い合わせ先 沖縄気象台業務課（098－833－4283） 
  



 
 

過去の災害状況（参考） 

2003 年９月 10～12 日に宮古島地方へ接近した台風第１4 号（マエミー）の被害状況 

（宮古島：最大風速 38.4 m/s、最大瞬間風速 74.1 m/s） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴風により破壊された車（気象台職員撮影） 暴風により倒壊した電柱（気象台職員撮影） 

 

2015 年 8 月 23 日に八重山地方へ接近した台風第 15 号の被害状況 

（石垣島：最大風速 47.9m/s、最大瞬間風速 71.0m/s） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴風により破壊された車（気象台職員撮影） 高波により沈没した船（気象台職員撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観測史上１～５位の値（年間を通じての値）

那覇（沖縄県）

１位 2位 3位 4位 5位 統計開始

49.5 東北東 47.0 南西 46.4 北北東 45.2 北 45.1 ] 西北西

(1949/6/20) (1957/9/26) (1949/7/23) (1959/11/13) (1948/10/4)

73.6 南 61.4 南 61.2 西北西 58.9 南南東 58.2 北

(1956/9/8) (1957/9/26) (2012/9/29) (1999/9/22) (1961/10/2)

936.3 939.7 940 940.5 940.6

(1956/9/8) (2007/7/13) (1954/8/15) (1961/10/2) (1930/7/17)

久米島（沖縄県）

１位 2位 3位 4位 5位 統計開始

43.7 南東 42.6 南南東 39.6 南東 36.5 ] 南東 35.2 南東

(1968/9/23) (1961/10/3) (2016/10/4) (1993/9/2) (1974/7/5)

62.8 南 62.4 南東 60.8 南南東 59.3 北東 56.8 南東

(2007/9/15) (1968/9/23) (1961/10/3) (2007/9/14) (2016/10/4)

928.1 939.3 940.2 941.1 947.9

(1993/9/2) (2007/9/15) (1961/10/3) (1991/7/27) (1968/9/23)
1958年7月

（hPa）

1958年7月
（m/s）

日最大瞬間風速・風向
1958年7月

（m/s）

1890年7月
（hPa）

1927年5月
（m/s）

日最大瞬間風速・風向
1953年8月

（m/s）

要素名／順位

日最大風速・風向

日最低海面気圧

要素名／順位

日最大風速・風向

日最低海面気圧



 
 

＜参考資料＞ 

 

◆雨の強さと降り方 

 

 

◆風の強さと吹き方 

 


